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研究の要約
圃井大介*
黒崎東洋郎 ** 
現在の高度情報化社会は，私たちが想像している以上に進展していくであろう
ことは容易に想像できる。高度情報化社会において必要とされる情報処理能力と
算数科における統計教育は密接に関連しており，統計教育の一層の強化と充実
が求められている。これらの充実にあたっては量的な充実の側面だけでなく，質
的な指導の充実がもっと大事である。そこで，第6学年の「資料の調べ方Jを取り
上げ，質的な指導の転換を図っていくための教材分析を行っていく。
第6学年の「資料の調べ方」で指導される度数分布表や柱状グラフは，集団の分布
(散らばり)の様子を数値的・視覚的にとらえさせる働きをもっている。しかし，これらは，
級間隔(基準となる階級の間隔)の取り方・選び方によっては様々な形に変容していくも
のであり，級間隔の取り方によって分布の様子のとらえ方が異なってくる。そのため，この
学習の本質的な内容は，資料の分布の様子をとらえていくための適切な級間隔の存在
に気づき，級間隔が適切かどうかを考えたり，判断したりすることである。児童が，級間隔
に強く意識をもち，適切な級間隔かどうかを判断していく授業の在り方を提案する。
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1 はじめに のものに見えることが多く，作った人の意志が反
映されやすいといえる。悪く言えば，資料によっ
て作った人の意図する方向へ考えを向けられ，
客観的な判断ができなくなるのである。このよう
に，客観的に考察し，判断することができるように
なるためにも，統計的な見方・考え方の育成が喫
の課題である。
20世紀は急速に発展してきた高度情報化社
会であり，私たちの周りには非常に多くの統計資
料(データ)が氾濫している。そして，これらの資
料は容易に，しかもすぐに入手できる時代であ
り，この高度情報化社会は今後も私たちが想像
する以上に発展してしてであろうことは容易に想
像できる。このような高度情報化社会において，
溢れかえるデータを目的に応じて，正しく読み
取ったり，判断していったりする情報処理能力を
培っていくことは，国民的素養として必須であ
る。
また，資料を統計処理し，結果が一度，数値
や表・グラフで表されると，それが絶対的なもの
であると考えてしまう場合が多い。しかし，グラフ
や表の作り方によっては.資料は同じでも全く別
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2 これからの統計教育
上述したような時代認識に立ったとき，情報処
理能力と算数科における統計教育は密接に関
連するものである。そのため，統計教育によって
培われる「統計的な見方・考え方」の育成は一層
の強化と充実が望まれている。
現在の小学校学習指導要領解説算数編
(2008a)を前回の小学校学習指導要領解説算
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数編(1999)と比べると，指導する内容量が糟え，
多くなっている。この点では，統計教育の充実が
図られていると言える。しかしながら，量の場加も
大切であるが，それよりも「質的な指導の転換J
を図っていくことがもっと重要であり，これからの
統計教育に求められているのはこの質的な指導
の向上である。
3 本研究のねらい
これからの統計教育は，質的な指導の転換を
図りながら，児童に「統計的な見方・考え方」を
育成していくことが求められている。そこで，本研
究では，第6学年で学習する「資料の調べ方Jに
おいての教材分析を行い，統計的な見方・考え
方の育成の質的な指導の転換により，指導の向
上を図ってb、くことがねらいである。
4 r代表値」と「統計的な見方・考え方』
(1 )代表値(representativevalue) 
私たちの社会生活では，情報があふれかえ
り，非常に多くの情報を得ることが短時間で容易
に得ることが可能になっている。得た情報や資料
に基づいて適切な判断を行わなければならない
ことが多くなってくる。適切な判断を行うために
は，私たちは， r統計的な見方・考え方Jを発揮
し，目的に応じた統計処理を行い，それを基にし
て資料の特徴や傾向を読み取ることが必要に
なってくる。このとき，資料の分布の代表的な特
徴を表す値(代表値)を用いていくことになる。こ
の代表値には，次のようなものがある。
①平均 (mean)
平均 (mean)は，資料にあるN個の値
{ X" X 2， X 3， ・・， X n } 
をならした大きさで，これらの和を個数Nで
わった値であり，
平均 X1 + X2 + X3 +・・・+Xn 
N 
で与えられる。
平均は，一般的に一番よく用いられている
代表値であり，算術平均(または，相加平均)
ともよばれることもある。この算術平均以外にも
相乗平均や調和平均とよばれるものがある
が，普通は「平均」というときには，この算術平
均のことを指す。
平均は，資料の値が全て同等に影響すると
いうことが大きな長所である。しかし，その反
面，資料に特異な値(他と突出して値が高い
値，または低い値)があると大きな影響を受け
るという短所もある。
②中央値 (median)
資料にあるN個の値を大きさの順に並べた
とき，その中央の値のことを中央値(median)と
いう。 N が奇数の時は，真ん中の値はただ1
つ決まるが， Nが偶数の場合は中央に出てく
る2つの値の平均を中央値と定義する。例え
ば，資料が
{3， 4， 4， 4，5， 5， 7， 8， 8， 8， 8， 9， 9} 
である場合，中央の値は7であり，中央値は
は， 7となる。
中央値は，特異な値があっても資料を並べ
た中央の値なのでほとんど影響を受けないと
いう長所をもっている。しかし，資料にある N
個の値が大量にある場合は，並び替えるのに
非常に手聞と時聞がかかるということや，抽出
による資料である場合，標本のちがいによる
変動が大きいとb、った短所がある。
③最顛値 (mode)
資料にある N 個の値のうち，最も多く現れ
る値のことを最頻値 (mode)という。例えば，
資料が
{3， 4， 4， 4， 5， 5， 7，8，8，8，8，9， 9} 
である場合，最も多く現れている値は8であ
り，最頻値は8となる。
最頻値は，特異な値があっても，資料の中
の一番多く現れる値ということなので，特異な
値の影響を全く受けないという長所をもってい
る。しかし，平均や中央値と比べると，その値
が一番多く出てくるというだけで，他の値を一
切考慮に入れないなどの短所がある。
資料を読み取っていくにあたって， r平均J，
f中央値J， r最頻f直」といった資料を代表する値
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(代表値)で，資料の特徴や傾向を調べる場合が
多い。このような代表値は，集団の分布の特徴を
ある観点に立った1つの数値で表すことで，集団
分布の特徴を簡潔に表すことができ，複数の資
料が比べやすくなるなどのよさをもっている。特
に，私たちの生活において，これらの代表値の
中では， r平均」はなじみ深い。
また，代表値として.r平均1.r中央値Jr最頻
値Jのどれを選ぶのかということは，その目的やそ
の資料の特徴によって決まるため，資料の特徴
を読み取る「統計的な見方・考え方」を育成して
いくことはこれからの情報化社会において大切な
見方・考え方と言えよう。
(2) r資料の聞ベ方』の学習における『統計
的な見方・考え方」
代表値で資料を考察するよさ先述したとおり
であるが，代表値では，集団の分布の犠子や分
布の形をとらえることはできず，資料の中に特異
な値が存在する場合は，それらの代表値に大き
く影響することがあり，用いている代表値が適切
でない場合も多い。そのため，資料を表やグラフ
に表すことで分布の様子や形といった特徴をとら
えることが必要となってくる。また，集団の分布に
よっては，用いた代表値が適切かどうかと言った
判断も必要になってくる。このように，適切な判断
を下すためには，代表値だけで考察するのでは
なく，集団の分布の様子をとらえることも必要と
なってくる。そのため，集団の分布を考察し，ど
のように分布しているかを思考し，判断するカを
培ってb、かなければならない。
また，資料の分布を住状グラフ(ヒストグラム)
や度数分布表品、ったグラフや表に表す場合，
級間隔(基準となる階級の間隔)1こよって分布の
様子が変わってくる。示された級間隔が適切で
なければ，分布の様子をまちがってとらえること
になる。
これらのことから， r資料の調べ方」における統
計的な見方・考え方は，次の4つにまとめられる。
-代表値で資料を考察するカ
・級間隔が適切かどうかを判断するカ
.分布の様子を考察するカ
・分布の様子をもとに，用いた代表値が適
切かどうか判断するカ
分布の様子や形は，級間隔によって変わって
いく。そのため，読み取る際に，級問闘が適切か
どうかが判断できていなければ，分布の考察は
誤りlこなったり，表やグラフを作る際に，級間隔
が適切でなければ，伝えたい目的が伝わらな
かったりする。
5 中学校数学との関連
小学校では，統計的な考察をしたり表現したり
する能力を伸ばすことがねらいであり，代表値と
しての平均や度数分布表や住状グラフ(ヒストグ
ラム)については取り扱うが，中央値(medi an)や
最頻値(mode)，相対度数，範囲，階級などと
いった用語やそれらの意味は扱わない。中学校
では，小学校で学習したことを改めて，基本的な
考えとして学習しなおした上で，度数分布表やヒ
ストグラム以外に平均値，中央値，最頻値といっ
た代表値を用いることの必要性や意味を理解
し，資料をf集めるJrまとめるJr読み取るJの3段
階を踏まえた学習を展開していく。つまり，小学
校では， r直観的Jに資料の分布の様子をとらえ
ていくが，様々な代表値に着目しながら.r論理
的Jにとらえていくのが中学校と言える。
また，文部科学省(2008b)は， r中学校学習指
導要領解説 数学編Jにおいて，以下のように
示している。
ヒストグラムから資料の傾向を読み取る場
合，その目的に応じて資料の傾向を的確に
読み取ることができるように，階級の幅の異
なる複数のヒストグラムを作り検討することが
必要である。(P78・79) 
このように，級間隔によって，読み取りの傾向
が変わることから，級間隔を意識して，ヒストグラ
ムを作成し検討することの必要性が示されてい
る。このことからも，小学校における級間隔にお
ける指導を小学校段階できちんと育成すること
は，中学校数学へのなめらかな接続という視点
からも必要であると言える。
6 問題の所在
第6学年の「資料の調べ方」で指導される度数
分布表や柱状グラフは，集団の分布(散らばり)
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の様子を数値的・視覚的にとらえさせる働きを
もっている。しかし，これらは，級間隔の取り方や
選び方によっては機々な形に変容していくもの
であり，級問輔の取り方によって分布の様子のと
らえ方が異なってくる。そのため，この学習の本
質的な内容は，資料の分布の様子をとらえてし、く
ための適切な級間隔をどのようにとるかといった
ことである。この級間隔について，文部省(1965)
は， r小学校算数指導資料E 表・グラフの指
導Jにおいて，
この分布を調べるためには，連続的な量
の場合に，それをいくつかの階級に分け
て，各階級についての度数の分布を作る。
この場合には，資料の数に応じて，階級の
幅を適切にきめることが大切である。 (P16)
と，級間隔を適切に定めることの大切さを述べて
いる。
しかしながら，級間隔を適切に定めることに関
しての指導については，現状，非常に甘いと言
わざるを得ない。例えば，現在，小学校で取り扱
われている教科書会社は6社あるが， 6社の学習
の指導の流れは大まかに，次の順番のように
なっている。
①代表値としての平均を知ったあと，資料の
散らばりの様子を調べる。
②度数分布表の表し方を知り，度数分布表
を読み取る。
③柱状グラフの表し方を知り，柱状グラフを
読み取る。
④級間隔の違うグラフを並べ，気づくことは何
か考える。
(④については，現行の教科書会社6t土のうち3
社が扱っている。)
このように，度数分布表や柱状グラフに表した
り，数値をよみ取ったりといった技能的な指導が
中心であり，度数分布表や柱状グラフを考察す
る際は，級間隔が決まっている度数分布表や柱
状グラフを扱う。そのため，級間隔によって資料
の傾向が全く別のものに変わってしまうにもかか
わらず，考察する度数分布表や柱状グラフが，
最適な級問聞であるかどうかとし、うことは全く考え
ずきりがいいからという理由で級間隔を5mと設
定してこれらを作成したり，考察したりといった指
導を進めていく。
一方，級間隔に関連した内容を取り入れてい
る教科書会社も6社中3社見られる。しかし，これ
ら3社ともに共通するのは，度数分布表や住状グ
ラフをかいたり，読んだりといった学習の後で担
い，級間隔の遣うグラフを並べ，気づくことは何
か考えるとし、った内容である。これでは， r級間隅
によって様相が変わることがあるんだ。 Jと気づく
ことはできるかも知れないが，与えられた度数分
布表や柱状グラフが，最適な級間隔であるかと
いうことには積極的には意識は向いてし、かない。
このように，一般的な指導は級間隔について
非常に希薄であると言わざるを得ない。これで
は，本当の意味で統計的に考察しているとは言
えず，ここに大きな問題があると考えている。
7 教材分析
上述したような問題点を踏まえ，児童が級間
隔を強く意識してし、くことができるようにするため
に，次のことを重視した指導を提案する。
度数分布に関わる表やグラフに関する指導
の前に，級間隔を意識させる指導を行う。
級間隔に強く意識をもたせるためには，度数
分布表や柱状グラフの指導に入る前段階におい
て，級間隔に意識をもたせることが有効であると
考えている。これらの指導の前段階で級間隔に
ついての意識をもたせることで，度数分布表や柱
状グラフの学習に入っても，これらは，本当に全
体の散らばりぐあいの傾向が分かるような級間隔
かと考えたり，資料の傾向をつかみやすくなる分
類や整理を行おうしたりする態度も養われていく
ものと考える。
そこで，級間隔を意識させるために，次の算数
的活動を取り入れる。
ドットブロットの級間隅を変え，どの級間隔が
よいか考え，話し合う算数的活動
級間隔を1としたドットプロットで表した後，すぐ
に度数分布表の指導に入るのが一般的である。
しかし，資料を級間隔が1のドットプロットに並
? ???
ぺ，散らばり方を鯛ベる必要性に気づいた後に，
ドットブロットを様々な級間隔で区切り，ちらばり
の様子がよく分かるような級間隔はどれかを考
え，話し合う算数的活動を取り入れる。様々な級
間隔のドットプロットを見比べることで，級間隔を
変えると散らばり方が変わることに気づくだけで
なく。ちらばりの様子を調べていくのには最適な
級間爾があるということにも気づくことができる。ま
た，ドットプロットを様々な級間隔で区切っていく
ことで，級間隔内のかたまりにも意識が向き，ここ
に「大きなかたまり(山)があるな」など，散らばり
の様子を直観的にとらえてし、きやすい。
8 慢業改普
(1)単元名
『資料の聞ベ方j(第6学年)
(2)単元の目標
0 表やグラフを用いて，統計的に考察したり表
現したりすることに関心をもち，それらに基づ
いて処理しようとする。
0 資料に応じた最適な級間隔を判断したり，
度数分布表や柱状グラフを用いて資料のおお
よその散らばりの様子をよみとったりすることが
できる。
0 度数分布表や住状グラフをかいたり，級間
隔の境目に注意してよんだりすることができ
る。
0 集団の数量的な特徴をとらえるには，平均
や散らばりの様子を調べればよいことや度数
分布を表す表やグラフについて理解すること
ができる。
(3)教材観
第6学年の「資料の調べ方Jで指導される度数
分布表や柱状グラフは，集団の分布(散らばり)
の様子を数値的・視覚的にとらえさせる働きを
もっている。しかし，これらは，級間隔の取り方
・選び方によっては様々な形に変容していくもの
であり，級間隔の取り方によって分布の様子のと
らえ方が異なってくる。そのため，この学習の本
質的な内容は，資料の分布の様子をとらえていく
ための適切な級間隔をどのようにとるかといった
ことである。この資料における級間隔が適切かど
うかを判断する授業の在り方を提案する。
(4)単元の展開イメージ
先述した問題点を解消し， r資料の調べ方Jの
学習を質的な指導へと転換していくために，次の
ような単元の学習展開を踏んでいきたい。
①| 資料の散らばりを見る目的意識と必要性
をもち，平均が同じでもちらばりの様子が
違う場合があることを知る。
」画~
②| 恥ばりの様子を調べるために最適な区
聞の取り方を考え，それに合わせて資料を
度数分布表に整理する。
」扇L
柱状グラフにかき表す。
」函L
④| 住状グラフから資料の糊を考察する。
」画ι
⑤| 工夫された住防フを考察する
これらの展開の①と②に重点を置く必要があ
る。特に，②において分布の様子を調べるため
に最適な級間隔をきめなければならなし、ことや
級間踊の取り方によって，分布の様子が変わっ
てくることをきちんと押さえなければならない。
(5)資料の散らばりの様子を考寮するカを宵
成するための指灘の工夫
①資料の分布を聞ベる必要聞を持たせる題
材の吟味
統計教育を進めていくにあたって，どのように
して，児童に「目的意識Jをもたせるのかといった
ことが大きな問題となってくる。この単元では，
「散らばりを調べる目的意臓や必要感をもたせる
? ? ?
こと」である。ここでは， rソフトボー ノレ投げ」の記
録を題材として取り上げる。文部科学省が毎年，
実施している「新体力テスト」を小学校のどの学
年の児童も行っており， rソフトボー ノレ投げJは非
常に身近なものであり興味・関心をもたせやす
い。そのため，ソフトボール投げの記録がどのよ
うに散らばっているのかを調べるとb、った目的意
織を持たせやすいからである。また，他の新体
力テストの題材よりも，度数分布表や住状グラフ
につなげていくことを考えてしてと，級間隔の取り
方に無理のない題材である。
②資料の散らぼりを見る必要性をもたせる
工夫
児童は，普段の生活の中でよく用いていたり，
社会科などの学習の関連から，平均を用いτ比
較するといった考え方が強く固定されており，容
易に平均の考え方き出されると考えられる。その
平均で比べる考え方から，散らばりぐあいを見る
考え方への必要性を感じ取らせる必要がある。
平均で比べる考えから，散らばりを見る必要
性をもたせやすくするために，平均がほとんど閉
じだが， 2つの資料のうち1つの資料を平均のあ
たりに散らばっていない資料とする。これにより，
「平均はほとんど同じだけど，この2つの資料の
特徴は，同じといってもいいかどうか」を考えて行
く際，資料を概観すると，それぞれの資料の分布
の範囲などから， r本当に閉じと言ってよいのだ
ろうか?Jという唆味さから， r資料の散らばりの織
子を調べていく必要があるのではないか」といっ
た散らばりを調べる必要性をもたせていく。
③ 資料の散らぼりを直観的にとらえやす〈
する工夫.
2つの資料を級間隔が1mのドットブロットマ表
す算数的活動を取り入れる。これにより，次の4
点についての理解が容易になる。
• r散らばりの範囲」
・「資料の最大・最小J.
• r同じ記録の頻度」
・「平均の近くに，資料の値が集まっているかJ
このように， r散らばっている範囲が広いや狭
いJr平均の辺りに固まっているや固まっていな
いJrある一定の場所に固まっている」などの資料
の散らばりの様子が視覚的にとらえていきやすく
なる。また，これにより，直観的にちらばりの様子
をとらえてしてことができる。
④代表値としての平均を意臓させる工夫
それぞれの資料をドットプロットに表していく
が，ドットプロットにそれぞれの資料の平均の位
置に印をつけておしこれにより，資料をドットプ
ロットで表した際にも，平均を意識でき，ちらばり
の様子を考察する際，平均が資料の傾向を表す
代表的な値の一つであることを視覚的にとらえや
すくし，代表値としての平均の理解を確かなもの
にしていく。
⑤ 飯間隔を意簡させる工夫
級間隔が1mのドットプロットにそれぞれ， 3m，
5m， 10m， 20mずつに区切った線を引き，それ
ぞれのドットプロットの散らばりの織子を見比べる
算数的活動を取り入れる。区切った線で散らばり
の様子を見比べることで，級間隔を変えるとちら
ばりの犠子が全く遣ってくることに気づくことがで
きる。そして，それぞれの散らばりの様子を考察
させることで，級間隔によってちらばりの様子が
分からなし、ことがあることに気づかせ，今回の2
つの資料では，ちらばりの様子がよく分かる級間
隔はどれかを判断し話し合わせることで，散らば
りの様子を考察していくには，最適な級間隔があ
ることを強く意識することができる。
(6)本時(第2時)の盟関イメージ
前時を想起し.1mの級間隔のドットプロット
では，散らばりの様子の領観しか分からなかっ
たことを思い出す。
」画ι
どんな級間隔のドットプロットを作ると散らば
りの事様子がよく分かるか考える。
」函ι
????
グル}プで，級間隔が3m，5m， 10m， 2 
Omの場合のドットプロットをつくる。
」函L
グル}プで，級間隔が3m，5m， 10m， 20m 
の場合で，散らばりの様子がよく分かる級間隔
はどれか話し合う。
」扇ι
グループで考えた最適な級間隔を伝え合
い，どの級間隔が最も散らばりの様子を表す
のか検討する。
'ii' 
検討した最適な級間隔で資料を度数分布
表に表し，次時につなぐ。
9 結語
これからの統計教育に求められてしも質的な
指導の向上を図るため，第6学年「資料の調べ
方」の教材分析を行い，新しい指導を提案した。
しかしながら，この提案における実践ができてお
らず，提案が確かなものであるという実柾を著者
たちは得ていない。今後，この提案に沿った実
践を行い，分析・省察を行い，私たちの提案が
有効であるのかどうかを検寵していくことが今後
の線題である。
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